


















1 本稿は Honjo Y.（ed.） （forthcoming）『Competition, Innovation, and Growth in Japan』
Springer の Chap.7  R&D Alliances and the State of Market Competition を基に、翻訳・
加筆したものである。
2 内閣総理大臣の諮問により開かれる総合科学・イノベーション会議（The 

























































ることで、背景となる研究分野を検出することができる。Kovacs et al. （2015）
は、オープンイノベーションに関連した研究は、大きく分けて『Cluster a - 
戦略的提携と外部ソーシング』、『Cluster b - ユーザー主導型イノベーション』、
横浜市立大学論叢社会科学系列　2017：Vol.68　No.3
4
『Cluster c - 技術とイノベーションマネジメント』、『Cluster d - 企業の経営資
源と知識に基づく視点（Resource- and Knowledge-based view of the firm）』の４
つのクラスターに根差していることが分かった。



















































































































































































査に、イノベーション調査（EU諸国ではthe Community Innovation Survey
と呼ばれる）がある。ここでは、この結果を利用した二つの実証分析を紹




























































































































































































































































































































4 IIP パテントデータベースにおいて 1964 年～ 1970 年の共同出願数はゼロとなっ
ている。しかし、1971 年以降一定数の特許が共同出願されていることを鑑みると、












































































































































 (1) 1963-1970 (2) 1968-1979 1980-1989 1990-1996 (3) 1997-2005 2006-2013
食料品飲料・飼料・たばこ 19.9  -0.1 -0.9 -7.6  0.1 -0.5
繊維（衣服を含む）  7.6  0.0 1.1 -7.0  -1.8 -2.2
木材・木製品  5.4  -0.6 -1.6 -6.8  -3.7 -3.4
家具・装備品  24.3  2.6 2.9 -10.3  -0.2 -0.2
パルプ、紙、紙加工品  11.0  2.1 2.5 -5.4  -1.1 -1.4
化学工業（医薬品を含む） 4.0  -0.5 -0.2 -1.5  1.2 0.5
石油製品・石炭製品  3.7  0.1 4.3 -0.1  1.2 0.3
ゴム製品  11.0  4.0 4.5 -2.4  1.8 0.0
なめし革・同製品・毛皮  21.0  3.6 0.5 -5.4  -1.2 -0.8
窯業・土石製品  14.8  2.1 2.1 -4.9  -1.2 -0.6
鉄鋼  16.4  5.9 5.0 -2.5  -0.2 -3.8
非鉄金属  4.5  4.7 4.2 -2.9  0.2 -2.1
金属製品  19.1  5.3 5.5 -6.2  0.0 0.4
機械器具・精密機械器具  6.9  5.6 4.5 -3.3  2.1 0.6
電気・電子・情報通信  7.8  7.9 4.0 -1.4  3.5 0.5












































飼料・たばこ -2.1 21.5 -1.3 -1.1 -6.6 -0.1 -1.1 -0.7 -2.0 -1.3 -2.6
繊維
（衣服を含む） -1.2 8.4 0.3 -0.4 -6.5 -2.7 -2.7 -3.3 -6.8 -4.4 -4.7
木材・木製品 -0.9 5.9 -1.6 -2.2 -7.4 -3.4 -3.0 -4.9 -6.6 -5.2 -5.8
家具・装備品 -2.5 26.6 2.9 0.2 -9.4 0.2 -1.2 -1.5 -4.7 -3.3 -6.0
パルプ、紙、
紙加工品 9.6 9.1 1.5 0.7 -5.0 -1.9 -1.0 -0.9 -3.6 -2.6 -3.1
化学工業
（医薬品を含む） 0.4 3.3 -0.6 0.2 -0.3 0.9 0.0 0.9 -1.3 -0.4 -0.9
石油製品・
石炭製品 1.3 2.6 3.0 2.4 0.5 0.1 0.3 0.5 -3.3 -2.4 0.0
ゴム製品 2.2 10.6 5.6 2.8 -2.0 0.2 -0.3 -1.3 -3.0 -2.0 -2.7
なめし革・
同製品・毛皮 -3.0 22.9 2.6 0.6 -5.7 -0.9 -2.3 -3.4 -6.9 -3.2 -5.7
窯業・土石製品 1.6 15.5 1.9 0.6 -5.2 -1.2 -0.6 -1.1 -4.0 -3.3 -3.8
鉄鋼 26.1 6.8 6.9 3.4 -3.7 -3.0 -5.8 -2.4 -4.3 5.2 -0.7
非鉄金属 -2.6 6.7 6.1 2.0 -3.6 -1.4 -2.4 -1.4 -3.8 2.3 -2.3
金属製品 5.1 18.6 6.7 2.1 -5.9 0.2 -0.1 -1.1 -4.0 -1.8 -3.7
機械器具・
精密機械器具 3.2 8.3 5.5 1.9 -2.1 0.9 0.0 -0.4 -3.2 -0.2 -2.8
電気・電子・
情報通信 5.1 9.1 7.0 2.1 -0.3 1.9 0.0 -1.1 -3.6 -1.1 -3.3


























のウェブサイトから入手した。標準国際貿易分類（Standard International Trade 





6 Food, beverages, tobacco, and feed; textile mill products, clothing; lumber and wood 
products; furniture and fixtures; pulp, paper, and paper products; chemical and related 
products; petroleum and coal products; rubber products; leather tanning, leather products, 
and fur skins; ceramic, stone, and clay products; iron and steel; non-ferrous metals and 
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